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L-ヒスチジンの腹腔内投与により，脳内ヒスタミン系神経を介して摂食抑制

が生じるとする先行研究がある。しかし，L-ヒスチジンには亜鉛キレート作用

があるため，L-ヒスチジン投与の際に亜鉛不足による味覚異常が惹起される可

能性が指摘されており，摂食抑制メカニズムに疑問が残っている。また，L-ヒ

スチジンの腹腔内への大量投与による腹部迷走神経終末部に対する直接刺激や

延髄最後野を介する悪心誘発の可能性が考えられるが，これを明らかにした先

行研究はない。そこで本研究は，L-ヒスチジン腹腔内投与（i.p.）による味覚

異常の有無および悪心誘発の可能性とその機序について調べ，L-ヒスチジンに

よる摂食抑制メカニズムの詳細を解明することを目的として行った。 

SD 系雄性ラット(250～350 g)を対照群（生理食塩水，9.0 ml/kg 体重, i.p.），

軽度から中等度の摂食抑制を惹起する低濃度 L-ヒスチジン群(0.75 g/9.0 ml 生

理食塩水/kg 体重, i.p.)，激しい摂食抑制を惹起する高濃度 L-ヒスチジン群

(2.0 g/9.0 ml 生理食塩水/kg 体重, i.p.)の 3 つに分けた。苦味に対する味覚

検査を行った後，味覚嫌悪学習の獲得を指標に，悪心発現の有無を調べた。脳

幹部における c-Fos タンパクの発現を免疫染色により計測して神経活動の指標

とした。さらに，腹部迷走神経と L-ヒスチジン誘発の摂食抑制および悪心の連

関を調べるために，各実験群において迷走神経前胃枝切離の影響を調べた。 

味覚検査において，3群の間でキニーネ溶液と脱イオン水の摂取量に有意な変



化は認めなかった。高濃度 L-ヒスチジン群は，味覚嫌悪学習の獲得と，最後野

の c-Fos 陽性細胞数の増加を認めた。迷走神経前胃枝切離により，低濃度 L-ヒ

スチジン群の摂食抑制効果が減弱した。 

以上から，L-ヒスチジン腹腔内投与により味覚異常が惹起されず，高濃度 L-

ヒスチジン投与により悪心誘発を伴った摂食抑制が生じることが明らかとなっ

た。また低濃度 L-ヒスチジン投与による摂食抑制は，腹部迷走神経前胃枝の調

節を受けることが明らかとなった。 

 


